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日米豪印首脳会合等に伴う警備協力について（お知らせ） 

 

 平素から、当協会の事業に格別のご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。 

さて、このことについて、全Ｌ協から別添のとおり通知がありましたのでお知らせします。 
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件名: 日米豪印首脳会合等に伴う警備協力について（お知らせ）
添付ファイル: 警備協力要請（経済産業省）.pdf

※本メールは、ＢＣＣにて発信しております。  

 

正会員 各位  

 

 

いつも大変お世話になっております。 

 

標記につきまして、経済産業省ガス安全室より 

来週２４日に開催される日米豪印首脳会合が行われることから、 

インフラ事業者に対する警備協力の要請がありました。 

 

つきましては、都道府県協会におかれましては、会員に対し、 

また、直接会員におかれましては、営業所等に対し、 

ご周知くださいますようよろしくお願いいたします。 

  

よろしくお願いいたします。    

以上  

 

 

 

一般社団法人全国ＬＰガス協会  御中 

 

平素より、経済産業行政に御理解、御協力を賜り、 

誠にありがとうございます。経済産業省ガス安全室の です。 

日米豪印首脳会合は、５月 24 日に開催される見通しであり、 

各国首脳が同会合に出席するため来日する予定です。 

日米豪印首脳会合の開催等をめぐっては、我が国に対する国際テロの脅威が 

継続していること、サイバー攻撃や右翼による違法行為の発生が懸念 

されること、小型無人機による妨害行為等の脅威への対応も必要となること 

等を踏まえ、対策に万全を期する必要があります。 

 

警察では、国民の理解と協力を得て、国内外要人の身辺の安全や 



日米豪印会合をはじめとする諸行事の開催の安全及び円滑な進行を確保 

するとともに、テロ等違法行為の未然防止を図るため、総力を挙げて 

各種対策を推進しております。 

 

ついては、日米豪印首脳会合等の安全かつ円滑な実施に向けて、 

本警備の重要性に御理解をいただき、次の事項につきまして指導を強化 

されるなど適切な措置を講じられますよう要請いたします。 

 

特に、重要インフラ事業者におかれては、下記の事項を実施いただけますと 

幸甚に存じます。 

 

・日米豪印首脳会合等実施期間の会合等の運営への影響を生じさせないため 

 に、自主警備体制及びサイバーセキュリティ対策を強化。 

・緊急車両登録を行っている事業者におかれましては、災害時等に 

 日米豪印首脳会合等の関連施設周辺で緊急走行の必要が生じた際に、 

 110 番通報を行い、迅速に各都道府県警察と連携することで、 

 緊急車両の通行が可能になることの周知。 

 

ご協力のほど、何卒よろしくお願いいたします。 

 

******************************************************* 

経済産業省 

産業保安グループ ガス安全室 

 圭汰 

〒100-8901 東京都千代田区霞ヶ関 1-3-1 

TEL：03-3501-4032  

FAX：03-3501-1856 

e-mail: sakaki-keita@meti.go.jp 

******************************************************* 

 

 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

一般社団法人全国ＬＰガス協会 

保安•業務グループ 瀬谷 

TEL 03-3593-3500 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 



警察庁丙備一発第29-14号

警察庁丙サ企発第26-14号

令 和 ４ 年 ５ 月 1 8 日

経済産業省大臣官房長 様

警 察 庁 警 備 局 長

警察庁サイバー警察局長

（ 公 印 省 略 ）

日米豪印首脳会合等に伴う警備協力について（要請）

貴台におかれましては、平素から警察運営に関して御理解と御協力を賜り、深く感謝

申し上げる次第です。

さて、日米豪印首脳会合は、５月24日に開催される見通しであり、各国首脳が同会合

に出席するため来日する予定です。

日米豪印首脳会合の開催等をめぐっては、我が国に対する国際テロの脅威が継続して

いること、サイバー攻撃や右翼による違法行為の発生が懸念されること、小型無人機に

よる妨害行為等の脅威への対応も必要となること等を踏まえ、対策に万全を期する必要

があります。

警察では、国民の理解と協力を得て、国内外要人の身辺の安全や日米豪印会合をはじ

めとする諸行事の開催の安全及び円滑な進行を確保するとともに、テロ等違法行為の未

然防止を図るため、総力を挙げて各種対策を推進しております。

貴台におかれましても、本警備の重要性に御理解をいただき、次の事項につきまして

指導を強化されるなど適切な措置を講じられますよう要請いたします。



要請事項 

 

【共通要請事項】 

１ 自主警備体制の強化 

２ 連絡体制の確立 

３ 日米豪印首脳会合関連情報及び不審者等情報の警察への通報連絡の徹

底 

４ 日米豪印首脳会合開催場所のほか、宿舎、行き先地等関連施設（以下「関連

施設等」という。）周辺における大規模工事、公共工事、業務用車両利用及び

小型無人機等の使用自粛 

５ 業務用車両、小型無人機等の管理及び盗難・紛失時の警察への連絡の

徹底 

６ 身分証明書、制服等の管理及び盗難・紛失時の警察への連絡の徹底 

７ 関係機関に対する交通規制内容の周知及び関連施設等周辺における交通総

量抑制に向けた指導 

８ サイバーセキュリティ対策の強化 

 

【個別要請事項】 

１ 重要インフラ事業者等に対する自主警備体制及びサイバーセキュリ

ティ対策の強化の指導 

２ 生物剤、化学兵器又は爆発物の原料となり得る化学物質等を保有し、

又は取り扱う事業者等に対する保管及び管理の徹底の要請 

３ 小型航空機の製造事業者及び販売事業者に対する機体管理強化の要

請 

４ 関連施設等周辺における緊急走行時の 110 番通報 

５ 遊園地、ショッピングモール等に対する警戒強化の要請 

６ 小型無人機等の販売事業者に対する、販売時における航空法及び小型

無人機等飛行禁止法の周知徹底に向けた要請 

 


